
～今月の紙面～
4　撮れびあん！
　　募集　自然観察会
5　近郊を歩く
⓾　募集　新企画　健康チャレンジ
�　支部通信員おすすめ！
　　春のおでかけスポット

発行所／ （社） 京都府教職員互助組合　〒606-8397 京都市左京区聖護院川原町４の13
TEL 075-752-0540  FAX 075-771-6180  https://www.kyokyogo.or.jp  Eメール taikyogo@kyokyogo.or.jp

※�互助組合報は毎月13日頃にホームペー
ジに掲載されます。
　�いち早く内容を確認したい方は、WEB
互助組合報をご覧ください。

▲報告はこちら

結果報告お待ちしています！
締切は4月8日です。
詳しくは12月号5頁をご確認ください。
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4月相談事業（無料）

・相談時間１人30分程度、
　事前予約制で受付けます。
・必ず電話で２日前までに
　事務局に申込んでください。
　（先着順）☎075-752-0540

場所：互助組合事務局
対象：組合員（本人・配偶者加入者）
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迫力満点の演奏と
ユーモアあふれる楽曲解説で観客を魅了！

～芝居と踊りの二本立てを楽しんだ初春公演～

11/18　ロームシアター京都　1154人
11/19　京都府中丹文化会館　  533人

1/6～14　京都劇場　288人

　シエナ・ウインド・オーケストラとテレビでもおな
じみの指揮者、青島広志の共演で映画音楽コンサート
を開催しました。馴染みのある映画音楽やディズニー
メドレーなどの名曲が演奏され、オーケストラの豊か
な表現力が映画の世界観を呼び起こし、観客を魅了
しました。曲間では指揮
者から楽曲のエピソード
がユーモアたっぷりに語
られ、会場は笑顔に包ま
れ、子どもから大人まで
年齢を問わず楽しみまし
た。

　河竹黙阿弥作「魚屋宗五郎　新皿屋舗月雨暈」を
観劇しました。妹の理不尽な死の真相を知った宗五
郎は、あまりの口惜しさから固く絶っていたお酒を飲
んでしまい、一杯二杯と飲むごとに酒に酔い、生来の
酒乱癖があらわれて、振り回される家族の困り果てる
様子に会場内では笑いが起きていました。同時に妹を
喪った深い悲しみと行き場のない怒りを表す宗五郎に
心を打たれました。幕間後の後半は新春にふさわし
い、華やかな「七
福神宝之入船」の
舞踊で締めくくり
ました。昨年度に
引き続き北部バス
の運行は計画しま
せんでした。

公益事業文化公演
シエナ・ウインド・オーケストラ

with 青島広志
～映画音楽コンサート～

前進座観劇会

事業
報告
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古
く
か
ら
の
歴
史
が
残
る
宮
津

市
。
歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る
建
造
物

を
散
策
す
る
ル
ー
ト
で
す
。

�

（
記

　内
海
）

宮
津
駅
か
ら
本
町
方
面
へ
徒
歩

８
分
。
宮
津
市
役
所
の
南
側
に
細

川
ガ
ラ
シ
ャ
像
が
現
れ
ま
す
。
ガ

ラ
シ
ャ
像
は
か
つ
て
川
向
こ
う
に

あ
っ
た
宮
津
城
を
眺
め
る
よ
う
に

佇
ん
で
い
ま
す
。
像
の
背
後
に
見

え
る
白
い
建
物
は
カ
ト
リ
ッ
ク
宮

津
教
会 

聖
ヨ
ハ
ネ
天
主
堂
で
す
。

こ
の
聖
堂
は
１
８
９
６
年
に
フ
ラ

ン
ス
人
ル
イ
・
ル
ラ
ー
ブ
神
父
に

よ
っ
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
ル
イ

・
ル
ラ
ー
ブ
神
父
は
１
８
８
５
年

に
パ
リ
外
国
宣
教
会
よ
り
日
本
に

派
遣
さ
れ
、
そ
の
後
宮
津
に
居
を

構
え
ま
し
た
。
地
元
の
旧
家
よ
り

土
地
の
寄
贈
を
受
け
、
故
郷
の
教

会
を
参
考
に
自
ら
こ
の
教
会
を
設

計
し
ま
し
た
。
工
事
は
地
元
の
宮

大
工
が
担
当
し
、
宮
大
工
の
工
法

が
随
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
フ
ラ
ン

ス
風
の
構
造
で
、
信
徒
が
座
る
会

衆
席
は
畳
敷
き
と
い
う
和
洋
折
衷

の
聖
堂
に
は
フ
ラ
ン
ス
直
輸
入
の

色
鮮
や
か
な
ス
テ
ン
ド
・
グ
ラ
ス

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
も
残

る
ス
テ
ン
ド
・
グ
ラ
ス
の
美
し
い

光
が
畳
敷
き
の
聖
堂
内
を
照
ら
す

と
、
熱
心
に
祈
り
を
さ
さ
げ
た
当

時
の
人
々
の
姿
が
目
に
浮
か
ん
で

く
る
よ
う
で
す
。
開
堂
は
平
日
の

月
水
金（
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
）

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
外
か
ら

で
も
百
年
も
の
間
、
風
雪
に
耐
え

な
が
ら
、
地
元
の
信
徒
た
ち
が

守
っ
て
き
た
そ
の
美
し
さ
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
昨
年
、

当
時
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
伝
道

の
姿
を
今
に
伝
え
る
遺
構
と
し
て

評
価
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

次
は
重
要
文
化
財
・
旧
三
上
家

住
宅
（
有
料
）
へ
向
か
い
ま
す
。

江
戸
時
代
、
酒
造
業
・
廻
船
業
・

糸
問
屋
等
を
家
業
と
し
、
宮
津
城

下
有
数
の
商
家
だ
っ
た
三
上
家
は

１
７
７
６
年
に
現
在
の
地
に
屋
敷

を
構
え
ま
し
た
。
１
７
８
３
年
に

お
こ
っ
た
「
晒さ

ら
し
や屋
火
事
」
で
当
時

の
屋
敷
は
焼
失
し
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
防
火
対
策
を
万
全
に
施
し
、

再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
家

業
の
発
展
に
伴
い
、
増
築
と
改
築

が
繰
り
返
さ
れ
、
現
在
の
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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庭
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随
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、
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図
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欄
間
彫
刻
な
ど
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を
尽
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し
た
華
麗
な
し
つ
ら
え

で
、
三
上
家
の
繁
栄
を
偲
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
す
。
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座
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鑑
賞

を
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配
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、
四
季
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々
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ま
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。
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が
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お
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着
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空
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で
、

ゆ
っ
く
り
と
日
常
か
ら
離
れ
た
ひ

と
時
を
過
ご
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す
。

歴
史
的
な
建
物
を
ま
わ
っ
た
あ

と
は
、
お
土
産
物
さ
が
し
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
道
の
駅 

海
の
京

都 

宮
津
で
は
宮
津
の
特
産
品
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
気
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の
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宮
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カ
レ
ー
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き

そ
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〝
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だ
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〟
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食
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焼
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そ
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メ
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の
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き
そ
ば
の
よ
う
な
…
不
思
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な
味
を
自
宅
で
楽
し
め
ま
す
。
ま

た
、
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
白
藤
屋
菓
子
舗
の
季
節
の
お
菓

子
も
後
に
残
ら
な
い
上
品
な
甘
さ

で
お
す
す
め
で
す
。

細川ガラシャ像とカトリック宮津教会 聖ヨハネ天主堂

民
衆
の
く
ら
し
と
祈
り
が
息
づ
く
街

旧三上家住宅

カトリック宮津教会 聖ヨハネ天主堂

■モデルコース
約3.0km、歩行時間約42分
歩数　約3,900歩
　　　※施設内の時間・距離は含まれません
京都丹後鉄道「宮津」駅⇒（８分）⇒
カトリック宮津教会 聖ヨハネ天主堂⇒

（８分）⇒旧三上家住宅⇒（６分）⇒道
の駅 海の京都 宮津⇒（６分）⇒宮津
桟橋⇒（12分）⇒白藤屋菓子舗⇒（２分）
⇒京都丹後鉄道「宮津」駅

聖堂正面のステン

ド・グラスは現在、

修理中です
　（非公開）

池に
30匹

以上いる
亀たち

道の駅の
まごころ市には

宮津のお土産

がたくさん ！

白藤屋さんのほっこりする季節の和菓子
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撮れびあん！
10

日常生活で撮影した、風景、動物、場面など、
「トレビア～ン！」な写真を紹介するコーナーです。

散歩中に見つけた何気ない風景、旅先での写真、
我が家の愛犬・愛猫など…なんでもOKです。良い
のが撮れた！と思ったらお気軽にご応募ください。
【応募方法】
組合員番号、組合員氏名、写真の簡単な説明25
字以内（任意）を明記し、撮影した写真とともに
メールまたは郵送でお送りください（送り先は表紙
下の連絡先を参照）。（次回4・7月号掲載予定）
※人物写真を投稿の場合は、被写体に同意をとるなど、
肖像権の侵害にならないようご注意ください。

お写真募集中！！ 掲載者に薄謝進呈！

「昔、野良猫。今、ぽかぽか猫。茶太朗くん」
中京支部　松嶋 洋子
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年
に

お
こ
っ
た
「
晒さ

ら
し
や屋
火
事
」
で
当
時

の
屋
敷
は
焼
失
し
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
防
火
対
策
を
万
全
に
施
し
、

再
建
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
家

業
の
発
展
に
伴
い
、
増
築
と
改
築

が
繰
り
返
さ
れ
、
現
在
の
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。
特
に
庭
座
敷
は
随

所
に
銘
木
を
惜
し
み
な
く
使
い
、

鯉
を
図
柄
と
し
た
欄
間
彫
刻
な
ど

贅
を
尽
く
し
た
華
麗
な
し
つ
ら
え

で
、
三
上
家
の
繁
栄
を
偲
ぶ
こ
と

が
出
来
ま
す
。
庭
園
は
座
視
鑑
賞

を
意
識
し
て
配
置
さ
れ
、
四
季

折
々
の
美
し
い
景
観
を
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
カ
フ
ェ
が
併
設
さ
れ
て

お
り
、
落
ち
着
い
た
空
間
で
、

ゆ
っ
く
り
と
日
常
か
ら
離
れ
た
ひ

と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。

歴
史
的
な
建
物
を
ま
わ
っ
た
あ

と
は
、
お
土
産
物
さ
が
し
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
道
の
駅 

海
の
京

都 

宮
津
で
は
宮
津
の
特
産
品
を

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
気
商
品
の
「
宮
津
カ
レ
ー
焼
き

そ
ば
」
は
〝
つ
ゆ
だ
く
〟
で
食
べ

る
焼
き
そ
ば
。
ラ
ー
メ
ン
の
よ
う

な
焼
き
そ
ば
の
よ
う
な
…
不
思
議

な
味
を
自
宅
で
楽
し
め
ま
す
。
ま

た
、
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇

る
白
藤
屋
菓
子
舗
の
季
節
の
お
菓

子
も
後
に
残
ら
な
い
上
品
な
甘
さ

で
お
す
す
め
で
す
。

細川ガラシャ像とカトリック宮津教会 聖ヨハネ天主堂

民
衆
の
く
ら
し
と
祈
り
が
息
づ
く
街

旧三上家住宅

カトリック宮津教会 聖ヨハネ天主堂

■モデルコース
約3.0km、歩行時間約42分
歩数　約3,900歩
　　　※施設内の時間・距離は含まれません
京都丹後鉄道「宮津」駅⇒（８分）⇒
カトリック宮津教会 聖ヨハネ天主堂⇒

（８分）⇒旧三上家住宅⇒（６分）⇒道
の駅 海の京都 宮津⇒（６分）⇒宮津
桟橋⇒（12分）⇒白藤屋菓子舗⇒（２分）
⇒京都丹後鉄道「宮津」駅

聖堂正面のステン

ド・グラスは現在、

修理中です
　（非公開）

池に
30匹

以上いる
亀たち

道の駅の
まごころ市には

宮津のお土産

がたくさん ！

白藤屋さんのほっこりする季節の和菓子
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松
尾
芭
蕉
の
「
奥
の

細
道
」
序
文
に
出
て
く

る
「
漂
泊
の
思
ひ
」
と

い
う
言
葉
に
惹
か
れ
て
、
学
生
時

代
に
「
み
ち
の
く
一
人
旅
」
に
出

か
け
た
。
当
時
の
国
鉄
の
東
北
周

遊
き
っ
ぷ
を
買
い
、
全
く
計
画
も

立
て
ず
の
気
ま
ま
な
旅
だ
っ
た
。

盛
岡
で
わ
ん
こ
そ
ば
を
腹
い
っ
ぱ

い
食
べ
、
そ
の
日
は
岩
泉
の
龍
泉

洞
の
ま
さ
に
「
木
賃
宿
」
で
カ
ッ

プ
麺
を
す
す
り
な
が
ら
「
漂
泊
の

思
ひ
」
を
体
感
し
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
平
凡
な
日
常
で
は
な
く
、

明
日
ど
う
す
る
か
も
決
ま
っ
て
い

な
い
不
安
定
さ
に
刺
激
を
感
じ
た

▼
化
学
反
応
を
進
め
る
に
は
、
反

応
物
に
熱
や
圧
力
な
ど
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
与
え
て
不
安
定
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
れ
と
よ
く
似
て
い

て
、
こ
の
不
安
定
さ
こ
そ
が
、
自

分
を
よ
り
積
極
的
に
し
て
く
れ
る

▼
東
日
本
大
震
災
直
後
に
再
び
訪

れ
た
東
北
。
変
わ
り
果
て
た
風
景

は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
昨
年
は
福

島
の
浪
江
町
を
訪
問
し
た
が
、
帰

還
困
難
区
域
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
、

森
林
の
大
半
は
除
染
も
終
わ
っ
て

い
な
い
。
完
全
復
興
に
は
い
っ
た

い
ど
れ
ほ
ど
の
年
月
が
か
か
る
の

だ
ろ
う
か
▼
年
始
に
襲
っ
た
能
登

半
島
地
震
は
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
た
。
日
本
列
島
の
い
つ
ど

こ
で
大
地
震
が
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
状
況
だ
と
い
う
こ
と
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
。�

（
佐
野
）

　冬とは思えないような暖かくていい天気の下、4
年ぶりの支部見学旅行にバスで福知山城に行きま
した。4年前にコロナで中止した計画がやっと実現
できました。
　予定より少し早く城の駐車場に到着。記念写真
を撮って城の見学に行きました。いろんな石で積
み上げた石垣を見てから天守閣に上がりました。途
中にある資料を見たり、天守閣から町並みや由良
川と竹藪も見ました。良いお天気で大江山や三岳
山もとてもきれいに見えました。お城を見学して、
「ゆらのガーデン」で昼食をとりました。小さい店

ばかりなので予約ができず、和食、洋食、焼き肉
などに分散して入りました。大分待たされたので
すが、その間にお話もできてゆっくりできました。
　バスですぐ近くのお菓子店「足立音衛門」によ
り買い物等をして帰
路につきました。帰
りは車内で歌を歌っ
たり、感想を書いて
もらったりしました。
（記　堀�勢津夫）

～4年ぶり支部バス旅行　福知山城～左京北支部

東支部左京南支部
～楽しいお裁縫タイム　ファスナーポーチづくり～ ～心なごむひと時　「フラワーアレンジメント」～
　手芸教室は毎年行われる支
部恒例行事になっています。
「手縫いの作品づくり」をモッ
トーにリバーシブルの手帳カ
バーづくりから始めた手芸教
室です。刺し子刺繍、めがね
カバー、巾着袋などを作ってきました。今年は
「ファスナーだけでつくる小さなポーチ」に挑戦
しました。好きな色柄の材料を選び、説明を聞い
て作業開始。参加者は少なかったのですが、お
しゃべりをしながら楽しい雰囲気の中で、細かく
針を動かし作品を完成させました。
　参加者からは「楽しいお裁縫タイムでした。
まっすぐ縫うだけで複雑なポーチが出来上がり、
魔法にかかったようでした」「久しぶりに手先を
使って美しいポーチができました」「絹糸が指先

に絡まり、やっと仕
上がったと思ったら、
ファスナーのつまみ
の位置のやり直し。
残念」などの感想が
ありました。
� （記　松橋�美恵子）

　毎年恒例のフラワーアレンジメント(迎春花)
を実施しました。
　毎回、来年の干支にちなんだアレンジメントを
講師の先生が考えて下さるので、『辰年』はどの
ようになるのかを楽しみに当日を迎えました。
　まず、ハランを中央に飾り、次はまさしく天に
昇る様相をしたバンブーをメインに、8種類のお
花を長持ちさせる工夫などを一つひとつ丁寧に解
説しながら進めてくださいました。お正月にちな
んで、ちりめんで加工された『鏡もち』・『宝珠』
や『水引き』など多種多様な材料を準備してくだ
さり、「こっち向きがいいかな？」「もう少し、短
く切ろうかな？」と話しながら作業していくと、
どんどんお正月らしく豪華になっていきました。
仕上げの段階で「あとは、個人の感性に任せます」
とのお言葉を頂き、あっという間に１時間30分が

過ぎて遂に完成！皆さ
ん満面の笑みで、ご自
分の作品を眺めておら
れました。和やかな雰
囲気の下に講習会を終
了しました。
� （記　福本�弓子）
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４
月
28
日
（
日
）

①
第
一
部
　
11
時
開
演

　
演
目
「
絵
本
太
功
記
」

②
第
二
部
　
14
時
30
分
開
演

　
演
目
「
団
子
売
」「
釣
女
」

　
　
　 

襲
名
披
露
口
上

　
　
　 

襲
名
披
露
狂
言「
和
田
合
戦
女
舞
鶴
」

③
第
三
部
　
18
時
15
分
開
演

　
演
目�

「
御
所
桜
堀
川
夜
討
」

　
　
　 

「
増
補
大
江
山
」

取
扱
料
金
一
等
席
①
４
６
４
０
円

�

②
４
６
４
０
円

�

③
４
４
０
０
円

�

全
席
指
定

※
希
望
時
間
を
明
記
の
こ
と

 

落
語 

出
演
　
入
船
亭
扇
辰
　
柳
家
喬
太
郎

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

６
月
18
日
（
火
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
３
４
２
０
円

�

全
席
指
定

演
目
　「
代
書
屋
」「
胴
乱
の
幸
助
」
他

京
都
市
北
文
化
会
館

６
月
29
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
３
２
０
０
円

�

全
席
指
定

※�

25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

扇
辰
・
喬
太
郎
二
人
会

桂
雀
三
郎
　
独
演
会

表紙指導の
ことば

　学校の中での「わたしの
大切な風景」を探し回り、
心に残る風景について、画
角を考えながらＧＩＧＡ端
末で写真を撮りました。建
物等の遠近感が伝わるよう
に、写真に直線をひくなど
して、写真をよく見て建物
等の距離や大きさを描ける
ようにしました。丁寧な下
絵と、細かな筆さばき、絵
の具の濃淡による陰影とで、
毎朝見る景色を忠実に再現
することができ、素晴らし
い作品になりました。

絵画

小川　則子
（乾隆小学校）

２
０
２
１
年
本
屋
大
賞
を
受
賞

し
た
町
田
そ
の
こ
の
同
名
小
説
を

映
画
化
し
た
『
52
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ

ラ
た
ち
』。
家
族
か
ら
搾
取
さ
れ

て
き
た
過
去
を
も
つ
女
性
・
三
島

と
、
虐
待
さ
れ
て
声
を
発
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
少
年
…
。
愛
を
欲

し
、
誰
に
も
届
か
な
い
声
で
泣
く

孤
独
な
魂
の
邂
逅
を
通
し
て
、
切

な
る
愛
の
物
語
を
紡
ぐ
。
杉
咲
花

主
演
、『
八
日
目
の
蟬
』
や
『
ソ

ロ
モ
ン
の
偽
証
』
２
部
作
の
成
島

出
監
督
が
メ
ガ
ホ
ン
を
と
る
。

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
生
誕
90
周

年
記
念
作
品
と
し
て
作
ら
れ
た

『
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
地

球
交
響
楽
』。
シ
リ
ー
ズ
43
作
目

の
テ
ー
マ
は
〝
も
し
も
地
球
か
ら

音
楽
が
消
え
た
ら
ど
う
な
る
の

か
？
〟。
音
楽
の
未
来
を
託
さ
れ

た
ド
ラ
え
も
ん
と
の
び
太
た
ち
が

仲
間
と
出
会
い
、〝
音
楽
〟
を
通

じ
て
心
を
通
わ
せ
、
新
た
な
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
を
生
む
大
冒
険
ス
ト
ー

リ
ー
！

美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

で
開
催
中
の〈
イ
ッ
タ
ラ
展�

フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
ガ
ラ
ス
の
き
ら
め
き
〉

を
記
念
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

ブ
ラ
ン
ド
〝
イ
ッ
タ
ラ
〟
の
デ
ザ

イ
ン
哲
学
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
・
建
築
家
の
ア
ル
ヴ

ァ
・
ア
ア
ル
ト
の
生
涯
を
追
っ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー『
ア
ア
ル
ト
』

を
公
開
！
ア
ア
ル
ト
は
、「
ス
ツ
ー

ル
60
」、
ア
イ
コ
ン
的
ア
イ
テ
ム

「
ア
ア
ル
ト
ベ
ー
ス
」
な
ど
優
れ

た
デ
ザ
イ
ン
と
数
々
の
名
建
築
を

生
み
出
し
た
。
そ
の
色
褪
せ
な
い

名
作
の
誕
生
を
支
え
た
最
初
の
妻

ア
イ
ノ
と
の
手
紙
の
や
り
と
り
、

同
世
代
を
生
き
た
建
築
家
や
友
人

た
ち
の
証
言
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
タ
ッ
チ
で
ア
ア

ル
ト
の
素
顔
を
描
き
出
す
。

『
52
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
』は

１
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二

条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ

ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都

桂
川
・
久
御
山
・
高
の
原
に
て
、

『
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
地

球
交
響
楽
』
は
１
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ

京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ

ン
シ
ネ
マ
京
都
桂
川
・
久
御
山
・

高
の
原
、
福
知
山
シ
ネ
マ
、
舞
鶴

八
千
代
館
に
て
、『
ア
ア
ル
ト
』は

１
日
か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に
て
公
開

予
定
。

�

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『アアルト』
© FI 2020 – Euphoria Film

チ
ケ
ッ
ト
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・ 

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
は
、
３
月

18
日
（
月
）
締
切
、21
日
（
木
）

発
送
が
年
度
内
最
終
発
送
で
す
。

　�

３
月
19
日
（
火
）
～
４
月
１
日

（
月
）
申
し
込
み
分
は
、
４
月

３
日
（
水
）
発
送
と
な
り
ま
す

の
で
計
画
的
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
在

庫
確
認
の
上
、
事
務
局
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】

月
曜
日
締
切
、
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

　
※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般
　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル

�

一
般
　
２
０
０
０
円

�

小
中
学
生
　
１
０
０
０
円

�

3
歳
以
上
　
　
５
５
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�

大
人
（
中
学
生
以
上
）

�

１
７
６
０
円

�

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）

�

１
２
８
０
円

�

小
学
生
　
　
９
６
０
円

�

4
歳
以
上
　
　
４
０
０
円

◆
大
塚
国
際
美
術
館

�

一
般
　
３
１
６
０
円

�

大
学
生
　
２
１
４
０
円

�

小
中
高
生
　
　
５
３
０
円

　
※
未
就
学
児
無
料
・
学
生
は
学
生
証
提
示

 

展
覧
会 

　
空
海
が
制
作
に
関
わ
っ
た
現
存

唯
一
の
国
宝・高
雄
曼
荼
羅（
両
界

曼
荼
羅
、
京
都
・
神
護
寺
蔵
）
を

修
理
後
初
の
一
般
公
開
。
空
海
が

唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
名
品
や
直
筆

の
史
料
、
密
教
の
ル
ー
ツ
を
示
す

中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
像
な

生
誕
１
２
５
０
年
記
念
特
別
展

空
海 

Ｋ
Ū
Ｋ
Ａ
Ｉ 

︱ 

密
教
の
ル
ー
ツ

と
マ
ン
ダ
ラ
世
界

ど
国
宝
約
30
件
、
重
要
文
化
財
約

60
件
を
含
む
約
1
2
0
件
で
〝
か

つ
て
な
い
空
海
展
〟
で
す
。

奈
良
国
立
博
物
館

４
月
13
日（
土
）～
６
月
９
日（
日
）

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
６
７
０
円

�

大
高
生
　
１
２
０
０
円

※�

障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料
（
要
証
明
）

　
雪
舟
の
国
宝
６
件
を
含
む
代
表

作
と
、
雪
舟
に
憧
れ
手
本
と
し
た

長
谷
川
等
伯
、
尾
形
光
琳
、
伊
藤

若
冲
ら
の
様
々
な
作
品
を
通
し
て

「
画
聖
」
誕
生
の
過
程
を
明
ら
か

に
し
ま
す
。

京
都
国
立
博
物
館
　
平
成
知
新
館

特
別
展
　
雪
舟
伝
説

︱
「
画
聖
」
の
誕
生
︱

４
月
13
日（
土
）～
５
月
26
日（
日
）

取
扱
料
金
　
一
般
　
１
４
４
０
円

�

大
学
生
　
　
９
０
０
円

※�

障
が
い
者
本
人
と
そ
の
付
添
人
１
名

は
無
料
（
要
証
明
）

 

音
楽 

　
39
年
ぶ
り
の
京
都
公
演
で
す
。

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

５
月
11
日
（
土
）
17
時
30
分
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
９
９
０
０
円

�

全
席
指
定

※�

入
場
時
に
メ
モ
リ
ア
ル
カ
ー
ド
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　
昭
和
の
名
曲
か
ら
Ｊ

-

Ｐ
Ｏ
Ｐ

ま
で
、
七
色
の
歌
声
を
持
つ
ボ
イ

ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
青
木
隆
治
の
芸

能
生
活
25
周
年
記
念
ラ
イ
ブ
！

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

杉
山
清
貴
＆
オ
メ
ガ
ト
ラ
イ
ブ

FIRST FINALE TOUR

２
０
２
４
～

〝LIVE EM
O

TIO
N

〟

青
木
隆
治

25th Anniversary LIVE

５
月
12
日
（
日
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
５
８
５
０
円

�

全
席
指
定

　
す
ぎ
や
ま
こ
う
い
ち
作
曲
の
交

響
組
曲
「
ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
Ⅲ�

そ
し
て
伝
説
へ
…
」
社
会
現
象
を

巻
き
起
こ
し
た
人
気
シ
リ
ー
ズ
を

京
都
市
交
響
楽
団
の
演
奏
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

指
　
揮
　
渡
邊
一
正

管
弦
楽
　
京
都
市
交
響
楽
団

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

５
月
18
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
Ｓ
席
　
４
５
０
０
円

�

全
席
指
定

※
３
歳
未
満
入
場
不
可

　
踊
り
出
し
た
く
な
る
音
楽
と
笑

顔
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の
公
演
を
お

見
逃
し
な
く
！

文
化
パ
ル
ク
城
陽
プ
ラ
ム
ホ
ー
ル

５
月
25
日
（
土
）
15
時
30
分
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
６
１
２
０
円

�

全
席
指
定

指
　
揮
　
山
田
和
樹

演
　
目
　�
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
：
牧
神

ド
ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト

ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

松
平
健
　
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
４

山
田
和
樹
指
揮
　
モ
ン
テ
カ
ル
ロ
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

ピ
ア
ノ
：
藤
田
真
央

の
午
後
へ
の
前
奏
曲
、

ラ
ヴ
ェ
ル
：
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
ト
長
調
　
他

ロ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
京
都
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

５
月
31
日
（
金
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金 

Ｓ
席 

１
３
５
０
０
円

�

全
席
指
定

 

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

　
次
世
代
の
キ
ャ
ス
ト
の
競
演
が

実
現
、
魂
の
輝
き
が
こ
こ
に
。

潤
色
・
演
出

　
　
　
小
池
修
一
郎（
宝
塚
歌
劇
団
）

出
演
　
小
関
裕
太
　
吉
柳
咲
良

　
　
　
内
海
啓
貴
　
伊
藤
あ
さ
ひ

　
　
　�

太
田
基
裕
　
キ
ム・セ
ジ
ョン�

他

梅
田
芸
術
劇
場
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

７
月
13
日
（
土
）
12
時
30
分
開
演

取
扱
料
金 

Ｓ
席 

１
５
０
０
０
円

�

全
席
指
定

 

文
楽 

　
第
一
部
で
は
二
条
城
、
千
本
通
、

第
三
部
は
堀
川
御
所
、
戻
り
橋
な

ど
、
京
都
が
舞
台
の
親
し
み
や
す

い
演
目
で
す
。
第
二
部
に
は
豊
竹

若
太
夫
の
襲
名
披
露
あ
り
。

国
立
文
楽
劇
場

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ロ
ミ
オ
＆
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

国
立
文
楽
劇
場
　

４
月
文
楽
公
演

国宝　秋冬山水図　雪舟筆
室町時代（15世紀）東京国立博物館蔵

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

チ
ケ
ッ
ト
・
ガ
イ
ド

・
座
席
の
指
定
、
申
込
締
切
後
の
取
り
消
し
不
可

・ 

申
込
多
数
の
場
合
、
締
切
後
抽
選

・ 

展
覧
会
、
映
画
以
外
で
年
齢
に
つ
い
て
注
意
書
き
の
な
い

　
催
し
に
つ
い
て
は
未
就
学
児
の
入
場
不
可

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
５
─
７
７
１
─
６
１
８
０
で
。

　
　
　
　
　
郵
送
も
可
。
用
紙
は
自
由
。

　
　
　
　
　
※
ク
イ
ズ
等
の
申
込
は
併
記
不
可

　
　
　
　
　
住
所
・
氏
名
・
組
合
員
番
号

　
　
　
　
　
公
演
名
・
日
時
・
券
種（
一
般
等
）・
希
望
枚
数

　
　
　
　
　
5
月
に
口
座
か
ら
自
動
引
き
落
と
し

　
　
　
　
　
引
落
で
き
な
い
方
に
は
振
込
用
紙
を
送
付

申
込
方
法

申
込
事
項

支
払
方
法

申
込
締
切
日

3
月
25
日（
月
）申込はこちら

退 職退 職
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４
月
28
日
（
日
）

①
第
一
部
　
11
時
開
演

　
演
目
「
絵
本
太
功
記
」

②
第
二
部
　
14
時
30
分
開
演

　
演
目
「
団
子
売
」「
釣
女
」

　
　
　 

襲
名
披
露
口
上

　
　
　 

襲
名
披
露
狂
言「
和
田
合
戦
女
舞
鶴
」

③
第
三
部
　
18
時
15
分
開
演

　
演
目�

「
御
所
桜
堀
川
夜
討
」

　
　
　 

「
増
補
大
江
山
」

取
扱
料
金
一
等
席
①
４
６
４
０
円

�

②
４
６
４
０
円

�

③
４
４
０
０
円

�

全
席
指
定

※
希
望
時
間
を
明
記
の
こ
と

 

落
語 

出
演
　
入
船
亭
扇
辰
　
柳
家
喬
太
郎

京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

６
月
18
日
（
火
）
18
時
30
分
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
３
４
２
０
円

�

全
席
指
定

演
目
　「
代
書
屋
」「
胴
乱
の
幸
助
」
他

京
都
市
北
文
化
会
館

６
月
29
日
（
土
）
14
時
開
演

取
扱
料
金
　
一
般
　
３
２
０
０
円

�

全
席
指
定

※�
25
歳
以
下
の
方
は
当
日
証
明
証
呈
示

で
５
０
０
円
返
金

扇
辰
・
喬
太
郎
二
人
会

桂
雀
三
郎
　
独
演
会

表紙指導の
ことば

　学校の中での「わたしの
大切な風景」を探し回り、
心に残る風景について、画
角を考えながらＧＩＧＡ端
末で写真を撮りました。建
物等の遠近感が伝わるよう
に、写真に直線をひくなど
して、写真をよく見て建物
等の距離や大きさを描ける
ようにしました。丁寧な下
絵と、細かな筆さばき、絵
の具の濃淡による陰影とで、
毎朝見る景色を忠実に再現
することができ、素晴らし
い作品になりました。

絵画

小川　則子
（乾隆小学校）

２
０
２
１
年
本
屋
大
賞
を
受
賞

し
た
町
田
そ
の
こ
の
同
名
小
説
を

映
画
化
し
た
『
52
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ

ラ
た
ち
』。
家
族
か
ら
搾
取
さ
れ

て
き
た
過
去
を
も
つ
女
性
・
三
島

と
、
虐
待
さ
れ
て
声
を
発
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
少
年
…
。
愛
を
欲

し
、
誰
に
も
届
か
な
い
声
で
泣
く

孤
独
な
魂
の
邂
逅
を
通
し
て
、
切

な
る
愛
の
物
語
を
紡
ぐ
。
杉
咲
花

主
演
、『
八
日
目
の
蟬
』
や
『
ソ

ロ
モ
ン
の
偽
証
』
２
部
作
の
成
島

出
監
督
が
メ
ガ
ホ
ン
を
と
る
。

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
生
誕
90
周

年
記
念
作
品
と
し
て
作
ら
れ
た

『
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
地

球
交
響
楽
』。
シ
リ
ー
ズ
43
作
目

の
テ
ー
マ
は
〝
も
し
も
地
球
か
ら

音
楽
が
消
え
た
ら
ど
う
な
る
の

か
？
〟。
音
楽
の
未
来
を
託
さ
れ

た
ド
ラ
え
も
ん
と
の
び
太
た
ち
が

仲
間
と
出
会
い
、〝
音
楽
〟
を
通

じ
て
心
を
通
わ
せ
、
新
た
な
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
を
生
む
大
冒
険
ス
ト
ー

リ
ー
！

美
術
館
「
え
き
」
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

で
開
催
中
の〈
イ
ッ
タ
ラ
展�

フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
ガ
ラ
ス
の
き
ら
め
き
〉

を
記
念
し
て
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

ブ
ラ
ン
ド
〝
イ
ッ
タ
ラ
〟
の
デ
ザ

イ
ン
哲
学
の
基
盤
を
つ
く
っ
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
・
建
築
家
の
ア
ル
ヴ

ァ
・
ア
ア
ル
ト
の
生
涯
を
追
っ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー『
ア
ア
ル
ト
』

を
公
開
！
ア
ア
ル
ト
は
、「
ス
ツ
ー

ル
60
」、
ア
イ
コ
ン
的
ア
イ
テ
ム

「
ア
ア
ル
ト
ベ
ー
ス
」
な
ど
優
れ

た
デ
ザ
イ
ン
と
数
々
の
名
建
築
を

生
み
出
し
た
。
そ
の
色
褪
せ
な
い

名
作
の
誕
生
を
支
え
た
最
初
の
妻

ア
イ
ノ
と
の
手
紙
の
や
り
と
り
、

同
世
代
を
生
き
た
建
築
家
や
友
人

た
ち
の
証
言
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、

躍
動
感
あ
ふ
れ
る
タ
ッ
チ
で
ア
ア

ル
ト
の
素
顔
を
描
き
出
す
。

『
52
ヘ
ル
ツ
の
ク
ジ
ラ
た
ち
』は

１
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二

条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ
京
都
、
Ｔ
・
ジ

ョ
イ
京
都
、
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
京
都

桂
川
・
久
御
山
・
高
の
原
に
て
、

『
映
画
ド
ラ
え
も
ん 

の
び
太
の
地

球
交
響
楽
』
は
１
日
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｈ

Ｏ
シ
ネ
マ
ズ
二
条
、
Ｍ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｘ

京
都
、
Ｔ
・
ジ
ョ
イ
京
都
、
イ
オ

ン
シ
ネ
マ
京
都
桂
川
・
久
御
山
・

高
の
原
、
福
知
山
シ
ネ
マ
、
舞
鶴

八
千
代
館
に
て
、『
ア
ア
ル
ト
』は

１
日
か
ら
京
都
シ
ネ
マ
に
て
公
開

予
定
。

�

（
京
都
シ
ネ
マ
・
川
添
ゆ
う
き
）

『アアルト』
© FI 2020 – Euphoria Film

チ
ケ
ッ
ト
発
送
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・ 

年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
は
、
３
月

18
日
（
月
）
締
切
、21
日
（
木
）

発
送
が
年
度
内
最
終
発
送
で
す
。

　�

３
月
19
日
（
火
）
～
４
月
１
日

（
月
）
申
し
込
み
分
は
、
４
月

３
日
（
水
）
発
送
と
な
り
ま
す

の
で
計
画
的
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。
お
急
ぎ
の
場
合
は
、
在

庫
確
認
の
上
、
事
務
局
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

【
年
間
取
扱
チ
ケ
ッ
ト
】

月
曜
日
締
切
、
水
曜
日
発
送

◆
京
都
シ
ネ
マ�

１
０
８
０
円

　
※
１
回
の
申
込
に
つ
き
原
則
２
枚
ま
で

◆
京
都
鉄
道
博
物
館

�

一
般
　
１
２
７
５
円

◆
ニ
フ
レ
ル

�

一
般
　
２
０
０
０
円

�

小
中
学
生
　
１
０
０
０
円

�

3
歳
以
上
　
　
５
５
０
円

◆
神
戸
ど
う
ぶ
つ
王
国

�

大
人
（
中
学
生
以
上
）

�

１
７
６
０
円

�

シ
ル
バ
ー（
65
歳
以
上
）

�

１
２
８
０
円

�

小
学
生
　
　
９
６
０
円

�

4
歳
以
上
　
　
４
０
０
円

◆
大
塚
国
際
美
術
館

�

一
般
　
３
１
６
０
円

�

大
学
生
　
２
１
４
０
円

�

小
中
高
生
　
　
５
３
０
円

　
※
未
就
学
児
無
料
・
学
生
は
学
生
証
提
示
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契
約
を
債
務
不
履
行
解
除
し
た
場

合
は
、
転
借
人
は
建
物
を
出
て
行

か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
前
者
の
場
合
は
、
転
借
人
が
い

る
こ
と
を
承
知
の
上
で
賃
貸
人
が

合
意
で
賃
貸
借
契
約
を
解
除
し
て

お
り
、
賃
貸
借
契
約
の
有
効
期
間

中
は
転
借
を
継
続
で
き
る
で
あ
ろ

う
と
考
え
る
転
借
人
を
優
先
し
て

保
護
す
べ
き
と
の
考
え
方
に
よ
り

ま
す
。
他
方
で
、
後
者
の
場
合
は
、

予
想
外
に
賃
借
人
か
ら
賃
料
不
払

い
等
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
賃

貸
借
契
約
を
解
除
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
賃
貸
人
を
優
先
し
て
保

護
す
べ
き
と
の
考
え
方
に
よ
り
ま

す
。
従
前
最
高
裁
が
示
し
て
い
た

考
え
方
で
す
が
、
令
和
２
年
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
た
改
正
民
法
で
は

上
記
考
え
方
が
民
法
上
明
記
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
（
民
法
６

１
３
条
３
項
）。
よ
っ
て
、
転
借

人
が
突
然
賃
貸
人
か
ら
明
渡
を
求

め
ら
れ
た
場
合
、
賃
貸
人
と
話
を

す
る
上
で
も
元
に
な
っ
て
い
る
賃

貸
借
契
約
が
ど
う
い
う
理
由
で
終

了
し
た
の
か
確
認
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。弁

護
士　
黒
澤　
誠
司

（
京
都
法
律
事
務
所
）

Q
　
現
在
建
物
を
賃
借
人
か

ら
転
借
し
て
い
ま
す
が
、

私
の
知
ら
な
い
間
に
賃
貸
人
と
賃

借
人
の
間
で
建
物
賃
貸
借
契
約
を

合
意
解
約
す
る
約
束
を
し
た
よ
う

で
す
。
私
は
賃
貸
人
の
求
め
に
応

じ
て
建
物
を
出
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

A
　
結
論
か
ら
言
え
ば
、
転

貸
借
の
前
提
と
な
っ
て
い

る
建
物
賃
貸
借
契
約
が
賃
貸
人
と

賃
借
人
の
合
意
に
よ
る
解
除
で
終

了
し
た
場
合
は
、
転
借
人
は
従
前

の
転
貸
借
の
条
件
で
引
き
続
き
建

物
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
賃
借
人
の
賃
料
不

払
い
等
の
た
め
賃
貸
人
が
賃
貸
借

建
物
賃
貸
借
が
終
了
し
た
場

合
、
建
物
転
借
人
（
又
借
り

し
て
い
る
人
）
は
当
然
に
出

て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
か
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25名に図書カードが当たる‼︎

　
二
重
枠
の
７
文
字
で
表
さ
れ
る

キ
ー
ワ
ー
ド
を
当
て
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト
：
お
お
き
く
な
あ
れ

クイズの応募規定▶締切3月末日必着
（正解・呈賞者は5月号で発表）

＊�支部名、氏名、組合員番号を明記のうえ、互助組合まで。
ハガキ、FAX、ホームページ等で応募してください。
＊�お寄せいただいた近況報告は、「こんにちは」にお断り
なく掲載させていただくことがあります。掲載不可の場
合はその旨をお書き添えください。

応募はこちらから

10月からGoogleフォー
ムに変更しています。
返信メールは届きません。

●
タ
テ
の
カ
ギ

１　
菜
の
花
畠
に
入
日
薄
れ
、
童

謡
「
朧
月
夜
」
で
、
そ
よ
ふ
く

の
は
？�

２　
嘘
を
つ
い
て
は
閻
魔
様
に
抜

か
れ
ま
す
よ�

３　
今
か
ら
そ
の
話
は
鬼
に
笑
わ

れ
ま
す

４　
意
地
を
は
っ
て
つ
ま
ら
ぬ
こ

と
に
頑
固
で
す
ね

５　
70
ｃ
ｍ
を
超
え
る
と
サ
ワ
ラ

で
す

７　
こ
れ
が
余
る
と
憎
さ
が
百
倍

９　
石
や
粘
土
を
板
状
に
し
て
焼

い
て
作
り
ま
す

11　
走
る
の
は
４
２
．１
９
５
ｋ
ｍ

13　
秋
田
県
の
代
表
的
な
郷
土
料

理
16　
こ
こ
は
何
も
書
か
れ
て
い
ま

せ
ん

17　
漢
字
で
書
く
と
翻
車
魚

18　
︱
︱
の
噂
。
世
間
で
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す

21　
た
き
火
で
︱
︱
を
と
る

22　
棒
状
、
中
が
く
り
抜
か
れ
て

い
ま
す

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１　
ハ
ッ
シ
ュ
・
ド
・
ビ
ー
フ
を

語
源
と
す
る
説
が
有
力
の
よ
う

で
す

６　
和
の
打
楽
器
で
す

７　
こ
の
中
の
鳥
は
身
動
き
が
と

れ
ま
せ
ん

８　
︱
︱
を
つ
け
る
。
決
着
さ
せ

ま
す

10　
ド
ラ
イ
バ
ー

12　
確
定
申
告
し
て
納
め
ま
し
た

14　
︱
︱
山
陽
。
江
戸
時
代
後
期

の
歴
史
家
・
思
想
家
。
山
紫
水

明
處
は
書
斎
で
し
た

15　
紫
が
か
っ
た
紺
色
で
す

16　
︱
︱
の
こ
と
に
は
関
わ
り
ま

せ
ん
。
他
人
事
で
す

19　
ほ
と
ん
ど
、
で
す

20　
︱
︱
の
射
手
。
ウ
ェ
ー
バ
ー

作
曲
の
全
３
幕
の
オ
ペ
ラ
で
す

22　
思
う
︱
︱
。
た
く
ら
ん
だ
と

お
り
で
す

23　
丸
い
綿
毛
が
風
に
乗
っ
て
飛

ん
で
い
ま
す

24　

意
思
の
︱
︱
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切

　
応
募
者
は
554
名
で
、
550
名
が
正

解
で
し
た
。
新
春
特
別
企
画
と
し

て
30
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

▼
1
月
号
当
選
者
（
敬
称
略
）

堀
井　
光
子
（
北
支
部
）

坂
根　
優
子
（
上
京
支
部
）

塩
見　
明
子
（
中
京
支
部
）

小
栗　
俊
浩
（
右
京
支
部
）

西
本　
経
子
（
右
京
支
部
）

谷
口　
和
文
（
西
京
支
部
）

門
池　
幸
裕
（
西
京
支
部
）

川
西
き
み
子
（
左
京
北
支
部
）

黒
田
美
也
子
（
左
京
南
支
部
）

川
合　
寛
明
（
東
支
部
）

武
田　
悦
子
（
南
支
部
）

西
田　
　
隆
（
伏
見
支
部
）

小
田　
康
恵
（
深
草
支
部
）

村
田
眞
里
子
（
醍
醐
支
部
）

馬
場　
康
子
（
乙
訓
支
部
）

中
川　
政
代
（
乙
訓
支
部
）

島
田　
智
子
（
宇
治
東
支
部
）

鶴
岡　
貞
子
（
宇
治
西
支
部
）

片
桐　
紅
子
（
城
久
支
部
）

玉
田　
　
豊
（
山
城
北
支
部
）

山
本　
靜
次
（
山
城
南
支
部
）

中
野　
桂
子
（
北
桑
田
支
部
）

俣
野　
右
内
（
亀
岡
支
部
）

奥
村　
恭
子
（
船
井
支
部
）

川
村
三
千
代
（
綾
部
支
部
）

中
島
ふ
み
子
（
福
知
山
支
部
）

竹
原
千
代
子
（
舞
鶴
支
部
）

南　
喜
代
美
（
宮
与
支
部
）

白
岩　
美
芳
（
京
丹
後
支
部
）

竹
村　
雄
三
（
他
府
県
滋
賀
）

☆
1
月
号
の
解
答
図

「
国
民
主
権
」
で
し
た

1
月
号
の
答
は

コ
ク
ミ
ン
シ
ュ
ケ
ン
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